


2

池澤：伊賀鉄道は地域にとって宝物です。宝物は、磨いて
皆さんにお披露目できるようにしなければいけないと
思うんです。私たちは、伊賀鉄道のためとか、市民の
ためとか、そういう思いで活動しているわけではなく
て、自分たちが楽しみながら取り組んでいます。長い
間、地域で走ってくれた伊賀鉄道を終わりにはさせた
くない。そのために、みんなで利用してもらえるよう
な楽しい鉄道にしたいと思います。

知事：『伊賀鉄道友の会』の皆さんの活動も10年になります
が、地域の中で変化してきたことや、これまでの活動を振り返っていかがですか。

池澤：当初は広報活動のためのお金もない状態でしたが、最近のイベント列車は申し込みを開始すると、すぐに
満席です。イベント列車は、乗車賃プラスアルファの負担をお願いしていますが、すぐに完売するほど人
気になり、嬉しい限りです。

知事：そうですか。嬉しいですね。
最後にお二人にお伺いします。地元の皆さんと一体となって地域を盛り上げてきた伊賀鉄道ですが、榎本
さんは、今後どのような鉄道でありたいと思われますか。池澤さんは、どういう鉄道であってほしいとお
考えですか。

榎本：やはり通勤、通学あるいはレジャーで、安心してご乗車いただけることが基本ですが、乗ること自体が楽
しくなる企画を考えていきたいと思います。例えば、遊園地の乗り物と捉えていただくといいのかもしれ
ません。伊賀には忍者をはじめ、松尾芭蕉など、さまざまな観光資源があります。伊賀鉄道も、その中の
アトラクションの一つとしてPRし、ご乗車いただけるようにしていきたいと考えています。そして、お
客様に、ますます愛し続けていただければ、このうえない喜びです。

知事：ありがとうございます。池澤さんはいかがですか。
池澤：榎本常務が言われたように、電車は、安全・安心な輸送手段という位置づけは守りつつ、多くの人に来て

いただけるように忍者列車を活用していきたいですね。また、今年2月22日に伊賀市は「忍者市宣言」を
しましたが、伊賀の魅力も利用して伊賀鉄道を全国に知っていただく仕掛けを作りたいと考えています。

忍者列車（青）を見学

車内の木質化は、壁材の不燃処理や木製の吊り輪の耐久性を出すのに苦労したそうです。



3

その一つとして、忍者修行列車というものを企画して
います。乗車中、いろいろ修行してもらえるような仕
掛けを考えています。これからも地元だけではなく、
全国の皆さんに愛される電車として、ずっと走り続け
ていただければ応援団としては本望ですね。

知事：伊賀鉄道をみんなで支えていることが、よく伝わって
きました。今日はどうも、ありがとうございました。
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